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令和７年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策

主要課題 No. 10 青少年の健全育成と自主的な活動の支援

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後
の目指
す姿

　青少年が、地域の大人や子どもたちとの関わりや、自主的な活動の体験・経験などを通
して、自主性や社会性を身に付け、自立した大人へ成長できる環境が整備されている。

計画期
間の方
向性

〇青少年の社会参画を促す機会の提供

　青少年健全育成会などの地域団体の活動支援を充実させ、青少年が、家庭や学校だけでは経験する
ことが難しい社会体験・社会参画の機会の促進を図ります。

〇中高生世代の自主的な活動を応援する環境整備

　青少年プラザ（b-lab）の利用促進に向けた更なる周知や、大学等との連携事業を推進するととも
に、中高生世代の自主的な活動を応援する取組の充実や活動の場を拡充していきます。

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

事業費（令和６年度）　上段：実績　下段：当初予算

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

青少年（中高生）がスタッフとして参加したイベント数 件 13 16 23

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

49

青少年の社会参加推進事業 児童青少年課
ＮＰＯ等の活動を通じて、青少年の社会
参加や自立を促進する。

1,160千円

(1,224千円)

48
青少年健全育成会活動支援 児童青少年課

青少年健全育成会の活動を通じて、青少年に
社会体験や社会参画等の機会を提供する。

10,660千円

(11,670千円)

R8(2026) R9(2027)

事業補助を行った団体数 団体 2 2 3

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)

青少年（中高生）がスタッフとして参加したイベント数 件 2 2 3

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

50

青少年プラザ（b-lab）運営事
業

児童青少年課
中高生の自主的な活動を支援し、社会参
加や自立を促進する。

89,939千円

(88,457千円)

主な取組実績 単位

中高生が企画したイベント数 件 50 48 86

地域のイベントに参画・協力した件数 件 5 5 5

青少年プラザ利用者数 人 24,454 30,552 33,146

●特記事項（実績の補足）

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

　東京都は、令和７年３月に「東京都子供・若者計画（第３期）」を策定し、文京区でも令和７年度中に「若
者計画」の策定を予定しています。

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）



【ＳＤＧｓの視点】

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

〇青少年の社会参画を促す機会の提供

　令和６年度も、年間を通して地域で様々なイベントを実施し、子どもたちに地域でのイベントに参加する機
会を提供することができました。その中で、青少年がボランティアとして参加したイベントは、23件となり、
青少年健全育成会九地区合同行事「文の京こどもまつり」では、88人がボランティアとして参加しました。
　引き続き、各青少年健全育成会・NPO等の活動を支援するとともに、ボランティアや企画・運営への関わりを
通して、青少年の社会参画を促す機会の提供が必要です。

〇中高生世代の自主的な活動を応援する環境整備

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、今後の戦略としての進め

方を記しています。

　青少年が、家庭や学校だけでは経験することが難しい社会体験・社会参画の機会の促進を図るため、青少年
健全育成会などの地域イベントを青少年プラザの利用者に周知するとともに、九地区合同行事（文の京こども
まつり）では、区内国立・都立・私立の高等学校の生徒にボランティアでの参加を呼び掛けます。
　また、青少年プラザの施設の利用促進に向けた更なる周知や、大学等との連携事業を推進するとともに、中
高生世代の自主的な活動を応援する取組の充実や活動の場を拡充していきます。さらに、区内2か所目となる青
少年プラザの建設にあたっては、引き続き中高生の意見を積極的に聴取し、運営方法等に活かしてまいりま
す。

　６年度のb-lab来館者数は延べ33,146人となり、前年度よりも多くの中高生の利用がありました。イベントの
実施件数は372件、そのうち中高生が自主的に企画・実施したイベント数は86件でした。利用者満足度は、高い
水準で推移しています。
　また、７年５月には新たな中高生の居場所としてスタートアップと連携した「AQUABASE（アクアベース）」
を開設しました。
　引き続き、中高生世代の自主的な活動を応援する環境整備や、快適な利用環境の整備、地域バランスを考慮
した取組を行う必要があります。
　新たな青少年プラザの建設については、必要な設計を進め、小学生や中高生との対話及びアンケート等を通
じて意見聴取しました。回答いただいた意見等は、施設整備や運営方法等に反映してまいります。

●青少年健全育成会・社会参加推進事業イベント数 ●青少年プラザ（b-lab)の利用者数及び利用者満足度

　大塚地域活動センター内オープンスペース等において、区内の中高生を対象に自主学習支援を目的
とした「出張マナビ場事業」をスタートし、102回、延べ937人の中高生が参加しました。
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